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健
康
福
祉
課
・
こ
ど
も
支
援
室　
☎（
56
）２
２
２
４

平
成
30
年
４
月
か
ら
の
保
育
園・幼
稚
園
の「
新
規
入
園
園
児
」を
募
集
し
ま
す

町
内
３
保
育
園

●
対
象
と
す
る
児
童

　
町
内
在
住
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
理
由
で
、
家
庭

で
十
分
な
保
育
を
受
け
ら
れ
な
い
児
童
。

① 

児
童
の
保
護
者
が
家
庭
の
外
に
勤
め
て
い
る
場

合
。

② 

児
童
の
保
護
者
が
家
庭
内
で
児
童
と
離
れ
て
、

日
常
の
家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
る
場
合
。

③ 

児
童
の
保
護
者
が
長
期
の
傷
病
や
心
身
障
が
い
、

ま
た
は
母
親
が
出
産
前
後
で
あ
る
場
合
。

④ 

児
童
の
保
護
者
が
火
災
、
風
水
害
、
震
災
そ
の

他
の
災
害
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る
場
合
。な

ど

●
必
要
書
類
の
配
布
期
間

　
10
月
16
日（
月
）か
ら

●
書
類
配
布
場
所

　
健
康
福
祉
課
こ
ど
も
支
援
室
、
支
所
管
理
局
窓
口

業
務
室
、
町
内
各
保
育
園
、
子
育
て
支
援
施
設

●
募
集
期
間

　
10
月
23
日（
月
）か
ら
11
月
６
日（
月
）ま
で

●
受
付
場
所

　
健
康
福
祉
課
こ
ど
も
支
援
室
、
支
所
管
理
局
窓
口

業
務
室
、
町
内
各
保
育
園

●
そ
の
他

　

保
育
園
は
、
随
時
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

保
育
時
間
な
ど
保
育
園
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
保
育
園
へ
連
絡
し
て
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

① 

町
立
三
ツ
星
保
育
園
（
上
長
尾
５
７
０
の
1
）

　
☎（
56
）０
０
４
３

② 

町
立
桜
保
育
園
（
東
藤
川
９
１
５
）

　
☎（
59
）２
２
０
１

③ 

私
立
徳
山
聖
母
保
育
園
（
徳
山
１
８
６
５
）

　
☎（
57
）２
２
３
４

【
問
】
健
康
福
祉
課
・
こ
ど
も
支
援
室

　
☎（
56
）２
２
２
４

　
　

  

支
所
管
理
局
・
窓
口
業
務
室

　
☎（
58
）７
０
７
０

さ
ゆ
り
幼
稚
園

●
教
育
方
針
に
つ
い
て

① 

運
動
指
導
・
野
外
活
動
：
幼
児
期
に
適
切
な
運

動
や
水
泳
の
指
導
を
通
し
て
、
身
体
と
と
も
に

知
能
の
発
育
を
促
し
、
自
信
を
育
て
ま
す
。
野

外
活
動
の
機
会
を
多
く
持
ち
、
自
然
へ
の
畏
敬

の
念
や
探
究
心
を
養
い
、
体
力
を
増
強
し
ま
す
。

② 
音
楽
と
表
現
活
動
：
音
楽
の
感
性
を
養
い
心
を

育
て
る
た
く
さ
ん
の
歌
を
歌
い
ま
す
。
身
体
表

現
や
楽
器
演
奏
を
通
し
て
、
音
楽
の
楽
し
さ
を

体
験
し
ま
す
。

③ 

知
的
発
達
活
動
：
幼
児
の
知
的
興
味
を
誘
う
教

材
や
遊
具
を
用
い
、
全
国
共
通
の
教
育
要
領
に

基
づ
い
た「
遊
び
」を
通
じ
、
一
人
一
人
の
個
性

に
応
じ
た
発
達
を
促
し
ま
す
。

④ 

心
の
教
育
：
目
に
見
え
な
い
高
い
精
神
に
対
す

る
尊
敬
の
心
を
養
い
、
神
秘
を
受
け
止
め
る
心

を
大
切
に
し
ま
す
。
ま
た
、
生
ま
れ
て
き
た
こ

と
に
感
謝
し
、
お
互
い
に
認
め
合
い
、
穏
や
か

な
人
と
人
と
の
関
係
を
育
て
ま
す
。

●
入
園
の
ご
案
内

① 

通
園
時
間
：
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
ま

で
（
※
ご
希
望
に
よ
っ
て
は
、
通
園
バ
ス
の
便

宜
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、ご
家
庭
の
事
情
に
よ
り
、

通
常
時
間
を
越
え
て
の
預
か
り
保
育
を
午
後
５

時
ご
ろ
ま
で
実
施
し
ま
す
。）

② 

休
園
日
：
土
・
日
曜
日
、
国
民
祝
祭
日
（
※
第
１
、

第
３
土
曜
に
は
、
小
学
生
と
合
同
の
土
曜
学
校

を
開
催
し
ま
す
。）

③ 

入
園
の
条
件
：
満
３
歳
に
達
し
た
ら
、
年
度
の

途
中
か
ら
で
も
入
園
で
き
ま
す
。
２
歳
児
の
入

園
に
つ
い
て
も
、
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

④ 

納
付
金
：「
子
ど
も
子
育
て
支
援
制
度
」の
適
用

に
よ
り
町
の
支
援
を
受
け
て
、
所
得
に
応
じ
た

保
育
料
と
な
り
ま
す
。

⑤ 

申
込
受
付
期
間
：
11
月
30
日
ま
で　

【
問
】
学
校
法
人
か
わ
ね
学
園
さ
ゆ
り
幼
稚
園

（
徳
山
８
４
５
）

　
　

 

☎（
57
）２
２
３
３　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
57
）２
２
３
９

町
猟
友
会
事
務
局（
農
林
課
・
林
業
振
興
室
内
）　
☎（
56
）２
２
２
6

山
林
で
作
業
や

ハ
イ
キ
ン
グ
を
さ
れ
る
方
へ

　
町
内
で
は
、
下
記
の
期
間
に
て
鳥
獣
の
狩
猟
が
行
わ
れ
ま
す
。

●
イ
ノ
シ
シ
・
ニ
ホ
ン
ジ
カ

　
11
月
１
日
（
水
）
か
ら

　
平
成
30
年
３
月
15
日
（
木
）
ま
で

●
そ
の
他
の
狩
猟
鳥
獣

　
11
月
15
日
（
水
）
か
ら

　
平
成
30
年
２
月
15
日
（
木
）
ま
で

　
期
間
中
、「
わ
な
」「
猟
銃
」「
網
」
を
使
用
し
た
狩
猟
が
行
わ
れ

ま
す
の
で
、
作
業
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
山
菜
摘
み
な
ど
で
山
林
に
入

ら
れ
る
方
は
、
次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

① 

狩
猟
者
が
視
認
し
や
す
い
よ
う
、
目
立
つ
色
の
服
装
を
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、白
色
や
迷
彩
色
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

（
白
色
は
シ
カ
の
お
尻
と
同
色
の
た
め
、
狩
猟
者
に
誤
認
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。）

② 

ラ
ジ
オ
や
鈴
な
ど
音
が
鳴
る
も
の
を
携
帯
し
た
り
、
声
を
出
し

て
歩
く
な
ど
、
自
分
の
存
在
を
周
囲
に
知
ら
せ
る
よ
う
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

③ 

獣
道
に
は
「
わ
な
」
が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
通
常
の
山
道
か
ら
奥
に
は
で
き
る
だ
け
入
ら
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

④
「
わ
な
」
の
設
置
場
所
付
近
に
は
、
設
置
者
の
氏
名
な
ど
が
記

載
さ
れ
た
標
識
が
付
い
て
い
ま
す
。
標
識
が
あ
る
場
合
は
近
づ

か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

猟友会に島田警察署から感謝状
　山岳遭難者の捜索に協力した猟友会員15人に、島田警察署長から感謝状が贈呈されま
した。会員らは、８月４日から６日までの３日間、町内で遭難したとみられる登山客の捜
索活動に、同署員らとともに取り組みました。
　９月１日、同署の吉田光広署長が役場本庁を訪れ、小村勝雄会長をはじめ10人に感謝
状を贈呈しました。吉田署長は感謝の言葉を述べるとともに「山について熟知している皆
さんのことを頼りにしています」と、引き続きの協力を呼び掛けました。

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 1415


